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KIMICA corporation

■株式会社キミカは、豊かな海の恵み”海藻”から
天然の高分子多糖類「アルギン酸」を抽出し、世界
の様々な産業分野へ供給しています。

■キミカは日本とチリに生産拠点を持ち、アルギン
酸の品質向上と安定供給、関連製品の開発に努
力を重ねています。

■創業： 1941年（昭和16年）5月

■資本金： １億円

■事業所： 本社 東京都中央区
千葉プラント 千葉県富津市
大阪営業所 大阪市淀川区
サンチャゴオフィス チリ
パイネプラント チリ

株式会社キミカ 千葉プラント

KIMICA Chile パイネプラント
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アルギン酸アルギン酸

 アルギン酸は、コンブ、ワカメなどに代表される「褐藻類」から抽出される
高分子多糖類です。

 アルギン酸は、様々な金属イオンと塩を作って、なめらかな粘りのある
水溶液からしっかりとしたゼリー状態まで、幅広い性能を発揮することが
できます。



アルギン酸の応用（食品）

アルギン酸は、食品の増粘剤、安定剤、ゲル化剤として

幅広く利用されています KIMICA corporation



アルギン酸の応用（医薬品その他）

KIMICA corporation

アルギン酸は医薬品、化粧品の原料として、

また繊維、製紙等の加工にも利用されています
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Global Market for Alginates Measured by Application Sectors

Market Volumes Percentage

Foods-beverages 4,000 metric tons 13%

Foods-beverages - PGA 3,500 metric tons 7%

Pharmaceuticals 4,000 metric tons 11%

Pet foods 2,500 metric tons 7%

Welding 1,000 metric tons 3%

Paper 1,500 metric tons 5%

Textile 17,000 metric tons 54%

Total 32,000 metric tons 100%



海の森づくり…生産物の利用と課題
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１．わが国のコンブ供給量

コンブ
輸入枠
（IQ)

輸入コンブは安価であるが、その輸入量は輸入規制枠の上限に達していない

［北海道漁連統計資料］



２．食品としての利用

 １世帯あたりのコンブ消費量 ［総務省統計局］

 398g／1,136円 （平成20～22年全国平均）

 北海道産の天然コンブ（二年物）でさえ、消費量はこの程度
 養殖した一年物の水コンブで、どれだけ需要を拡大できるのか？

KIMICA corporation
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３．工業原料としての利用３．工業原料としての利用

アルギン酸工業では、極めて大量の原料海藻（褐藻類）を使用します。
消費量は年間十数万トン（乾物換算）と見積もられます。
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チリ海藻輸出量の推移
（チリ通関統計より）
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中国養殖コンブの生産量推移

（（財）日中経済協会 調査広報課 提供資料）



 アルギン酸原藻として流通する海藻の価格
 チリ産 Lessonia nigrescens $1,200/t (FOB Chile)

 中国養殖コンブ 2.7元/斤 ≒ $840/t

 各海藻の収率から算出した、原藻コスト（アルギン酸１ｔあたり）
 チリ産 Lessonia nigrescens $1,200/t ÷収率25％＝$4,800/t

 中国養殖コンブ $840/t ÷収率16％＝$5,250/t

 工業原料として国際競争力を持つためには、

乾燥させたコンブで 「$840/t」が必要条件
（$840/t ×80（為替） ＝ ￥67/kg）

KIMICA corporation

３．工業原料としての利用３．工業原料としての利用



４．収穫と乾燥

 コンブは重く、かさばり、ヌメる
 水揚げ後のコンブは重く、収穫作業は

容易ではない。体力と気力が必要で、
危険を伴う重労働である。

 中国山東省・栄成市では大量のコンブが
養殖され、収穫・加工が行われているが、
周辺から「早死にしたければ栄成へ行け」
と言われるほどの３Ｋ職場となっている。

 コンブは乾かさなければ腐る
 水揚げしたコンブを腐らせずに長期保存

するためには、十分に乾燥しなくてはなら
ない。

 雨の多い日本では天日乾燥は難しい。
乾燥コストを売価でカバーできるか？

KIMICA corporation



「海の森づくり」を
「海のゴミづくり」にしないために

 養殖したコンブは、適切に収穫し水揚げしなければ、
海中で枯れて腐る

 食品としての昆布は市場で飽和している。安価な輸入品も
使い切れないのが実情
 安価な養殖コンブが登場しても歓迎されない

 工業原料として国際競争力を持つためには、

乾燥させたコンブで 「$840/t」が必要条件
 （$840/t ×80（為替） ＝ ￥67/kg）

 生産物の利活用について、真剣に目を向けなくてはならない

KIMICA corporation


